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伎
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　、野ノー

冬
あ
清
津
峡
渓
谷

　
昨
年
1
0
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
清
津
峡
渓
谷
ト
ン

ネ
ル
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
冬
の

渓
谷
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
柱
状
節
理
の
黒
い
岩
肌
と
岩
肌
に
積
も
っ
た
臼
い
雪

が
マ
ッ
チ
し
て
す
ば
ら
し
い
景
観
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
に
は
、
1
0
月
1
日
か
ら
1
月

16

日
ま
で
の
3
ケ
月
半
の
間
に
7
0
、
7
6
7
人
の
観

光
客
が
訪
れ
入
坑
し
、
8
年
ぶ
り
の
日
本
三
大
渓
谷
の

一
つ
、
清
津
峡
の
渓
谷
、
そ
し
て
、
初
め
て
の
冬
の
渓

谷
を
堪
能
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
3
ケ
月
半
の
間
で
の
一
日
の
最
高
入
坑
者
数
は

4
、
8
0
4
人
で
1
1
月
4
日
で
し
た
。

　
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
は
1
月
1
7
日
か
ら
冬
期
間
の

休
業
に
入
り
ま
し
た
が
早
春
の
3
月
2
0
日
か
ら
再
開
す

る
予
定
で
い
ま
す
。
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事
前
還
付
説
明
会
の

　
　
開
催
に
）
U
マ

　
年
金
受
給
者
の
方
や
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

の
た
め
に
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の

書
き
方
な
ど
の
還
付
説
明
会
を
左
記

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
確
定
申
告
期

間
中
は
、
各
相
談
会
場
が
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
下
さ
い
．

　
な
お
、
会
場
に
お
出
か
け
の
際
は

左
記
の
書
類
を
必
ず
ご
持
参
の
上
、

説
明
会
方
式
で
実
施
し
ま
す
の
で
開

始
時
刻
ま
で
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
2
月
5
日
㈱

　
　
　
・
午
前
1
0
時
か
ら

　
　
　
・
午
後
1
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
各
2
回

　
　
※
時
間
を
厳
守
願
い
ま
す
。

◆
会
場
　
中
里
村
役
場

　
　
　
（
新
館
3
階
第
4
会
議
室
）

◆
持
参
す
る
書
類

【
共
通
】

①
印
鑑
②
筆
記
用
具
③
計
算
器
具

④
預
貯
金
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
書

　
類【

年
金
受
給
者
の
万
】

①
年
金
の
源
泉
徴
収
票

②
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
場
合
は
、

　
そ
の
所
得
金
額
が
わ
か
る
書
類

③
各
種
保
険
料
控
除
証
明
書

　
【
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
万
】

①
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

②
医
療
費
の
領
収
書
・
証
明
書

　
詳
し
く
は
、
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
　
實
5

2
1
3
1
8
1

税
理
士
騰
婁
3

還
付
申
告
無
料
相
談

　
2
月
12
日
㈱
～
14
日
㈹
ま
で
の

間
、
次
の
担
当
者
名
簿
に
掲
載
し
た

税
理
士
事
務
所
に
お
い
て
少
額
な
還

付
申
告
無
料
相
談
及
び
申
告
書
の
作

成
を
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

税
理
士
事
務
所
へ
事
前
に
電
話
連
絡

の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
時
間
は

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
で
す
。

　
な
お
、
ご
相
談
の
内
容
に
よ
り
ま

し
て
は
低
額
な
料
金
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
連
絡
の
際
に

担
当
税
理
士
に
お
確
か
め
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
担
当
者
名
簿

◎
2
月
1
2
目
㈱

十
日
町
市
南
新
田
町
2
1
5
1
n

　
酒
井
　
栄
一
　
盈
5

7
1
8
4
2
1

津
南
町
大
字
下
船
渡
丁
2
4
8
3

　
大
口
　
康
幸
　
a
6
5
1
2
5
4
2

十
日
町
市
丑
1
7
1
6

　
中
村
　
　
稔
　
暦
5

7
1
8
4
8
2

十
日
町
市
寿
町
2
1
2
1
2
2

　
水
落
　
信
市
　
暦
5

7
1
2
5
4
8

◎
2
月
1
3
目
㈱

十
日
町
市
美
雪
町
3
i
57

　
高
橋
　
　
實
　
盈
5

7
i
8
7
5
0

津
南
町
大
字
下
船
渡
丁
2
4
8
3

　
高
橋
　
重
厚
　
姪
6
5
－
2
5
4
2

十
日
町
市
丑
1

7
1
6

　
中
村
ヨ
シ
子
　
智
57
－
8
4
8
2

十
日
町
市
子
2
9
1
－
5

　
水
落
　
正
樹
　
智
52
－
3
9
2
1

◎
2
月
1
4
日
囲

川
西
町
大
字
仁
田
2
5
7
0

　
戸
田
　
守
多
　
倣
6
8
1
2
5
6
9

津
南
町
大
字
上
郷
寺
石
丁
3
4
9

　
中
沢
　
善
知
　
暦
6
0
－
2
3
1
7

十
日
町
市
子
2
7
6
1
38

　
宮
内
　
孝
暦
5
2
1
3
8
1
3

十
日
町
市
卯
5
9
8
1
2
3

　
和
久
井
　
工
　
盈
52
－
2
0
7
3

平
成
8
年
度

児
童
家
庭
奪
門
家
チ
ー
6

特
別
電
話
相
談

　
児
童
の
い
じ
め
や
不
登
校
、
人
権

を
め
ぐ
る
問
題
等
に
つ
い
て
、
電
話

に
よ
り
専
門
的
に
相
談
に
応
じ
、
問

題
の
改
善
、
解
決
を
図
り
ま
す
。

◆
方
法

　
専
門
電
話
（
F
A
X
を
含
む
）
を

設
置
し
、
次
の
日
時
及
び
チ
ー
ム
に

よ
り
、
新
潟
県
中
央
福
祉
相
談
セ
ン

タ
ー
で
全
県
下
か
ら
⑳
相
談
に
応
じ

ま
す
。

◆
専
門
家
チ
ー
ム
委
員

◎
2
月
2
0
目
㈲

　
石
郷
　
岡
泰
　
委
員

　
　
（
心
理
相
談
担
当
）

　
橋
本
　
道
子
　
委
員

　
　
（
児
童
精
神
医
学
相
談
担
当
）

◎
2
目
2
1
日
囲

　
石
郷
　
岡
泰
　
委
員

　
　
（
心
理
相
談
担
当
）

　
足
立
　
定
夫
　
委
員

　
　
（
法
律
相
談
担
当
）

◆
専
用
電
話
回
線
及
び
F
A
X

専
用
電
話

　
0
2
5
1
3
8
2
1
4
1
5
2

F
A
X

　
O
2
5
1
3
8
1
－
8
9
3
9

（
亀
田
町
向
陽
4
－
2
－
1

新
潟
県
中
央
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
）

週
朋
時
間
労
働
制
、
の

猶
予
期
間
叱
残
り

2
ケ
鳳
セ
な
り
≧
ー
む

　
平
成
9
年
4
月
1
日
か
ら
は
、
　
一

部
の
特
例
業
種
を
除
き
全
面
的
に
週

法
定
労
働
時
間
4
0
時
間
制
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
各
事
業
場
で
定
め
る
1
週

の
所
定
労
働
時
間
は
法
定
労
働
時
間

を
超
え
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
確
認

の
上
、
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
特
例
業
種
と
し
て
は
、
現
在
、
次

の
も
の
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
商
業
、
映
画
・
演
劇
業
、
保
健
衛

生
業
、
接
客
娯
楽
業
の
事
業
の
う
ち
、

従
業
員
が
10
人
未
満
の
規
模
の
事
業

場
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
十
日
町
労
働
基

準
監
督
署
（
十
日
町
市
宇
都
宮
9
番

地
費
52
1
2
0
7
9
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
伽
！

　
　
　
検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
検
察

審
査
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
や

申
立
て
に
つ
い
て
の
費
用
は
一
切
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
n
人
の
審
査
員
が
、
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ

と
の
よ
し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。
．

◆
お
問
合
せ

　
長
岡
市
三
和
3
－
9
－
2
8

　
　
新
潟
地
方
裁
判
所
長
岡
支
部
内

　
　
　
長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局
へ

　
　
盈
0
2
5
8
1
3
5
1
2
1
4
1

鯵
メ

　
：
ン
9

5

．

彰
の

㎜
．
　
　

2
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　　　畷韓1韓難購難難難1鹸
　長い間会社や役所に勤め、退職して国保に加入した人は、70歳に

なって老人保健法の適用を受けるまでの問、「退職者医療制度」によ

る医療を受けることになります。

◎この制度の対象となる人（次の条件にすべてあてはまる方）

①国保に加入している人。

②70歳未満で老人保健に該当していない人。

③厚生年金や船員保険・各種共済組合の老齢（退職）年金または

　通算（退職）年金を受給している人で、これらの年金制度に20

　年以上、または40歳以降に10年以上加入している人。

◎いつから資格ができるのか

　年金受給権が発生した日から適用となります。

◎届け出はどうするのか

　年金証書を受けとってから14日以内に、年金証書を持って届け出

　てください。

　※届け出に必要なもの　・保険証　・印鑑

　　　　　　　　　　　　・被用者年金の年金証書

◎窓ロで支払う一部負担金

入　院 外　来

退職者被保険者本人 2　割 2　割
扶　　養　　家　　族 3　割 3　割

被扶養者とは

　退職被保険者本人と生活を共にし、退職被保険者本人の収入によ

　って生計を維持している次の人

・退職被保険者本人の直系尊属、配偶者（内縁でもよい）と3親等

　内の親族、または配偶者の父母と子

・国保の加入者で、老人保健法の適用を受けていない人

　※被扶養者の届け出は世帯主が行います。

◆詳しいお問合せは、役場民生課　国民健康保険係まで

胤
な
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
の
季
節
、
夜
半
前
の
星
空
に
は
8
個
皿

㎜
の
一
等
星
を
一
度
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
目
㎜

㎜
を
引
く
の
が
3
個
の
一
等
星
か
ら
で
き
る
、
大
き
な
三
角
形
「
冬
の
㎜

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
大
三
角
」
で
し
ょ
う
。
冬
の
星
座
は
明
る
く
、
覚
え
や
す
い
星
座
が
㎜

㎜
多
く
あ
り
ま
す
。
今
月
は
、
一
等
星
め
ぐ
り
を
し
な
が
ら
冬
の
星
座
㎜

旧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

濡寒2耀嘉月　■
迎一の　ド

，鍔磯星で

窪審　嚇薪
8や
個か　　　　　　
　　　　　　　亀4－9－■一8一一■■．一■一〇一〇一8鱒O■■■一〇一■一〇■口O■嘲0口●願O－9一一一

ヴィ・リゾート中里雪原カーニバル’97

◆鯛3月8日出午後6時～
◆会場上越国際清津スキー場
◆内容　・スノ」キャンドル

　　　　・ハッピーアタック

　　　　・沖縄仲里村友情出演（沖縄芸能）によ

　　　　　る民謡ショー

　　　　・メモリー花火　etc

　清津スキー場は、来シーズンのリニューアルオ

ープンのため、今シーズンは休業しています。こ

のためカーニバルは都合により3月8日の夜のみ

を実施する計画で進めています。

　村民の皆さんのご理解をお願いするとともに現

在「メモリー花火」寄付についてのご案内を各世

帯に配布しましたのでご協力をお願いいたします。

　主催：ヴィ・リゾート中里

　　　　　雪原カーニバル霊97実行委員会

月の保健だより　　　2月
◎乳幼児健診

　1歳半児健診

　・2月6日㈲

　1歳半児健診　対象者（H7．4月～H7．7月生）

　・2月6日㈲　保健センター

　　　　　　　　13：00～13：30受付

◎妊婦健診、母親学級

　・2月7日働　上村病院産婦人科

　　　　　　　　13：00～13：30受付

◎遊びの教室

　・2月18日㈹　総合センター

　　　　　　　　9：30～10：00受付

剛
た
ち
を
ご
案
内
し
ま
す
。

旧し

旧
☆
定
期
投
影
日
時

ゆ
㎜
　
2
月
2
日
・
9
日
・
1
6
日
・
2
3
日

ロ
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
H
時
か
ら
H
時
4
0
分

ロ

旧
☆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
㎜
　
2
月
2
3
日
㈲
午
後
7
時
3
0
分
～

旧旧ロ

㎜
☆
会
場
ユ
ー
モ
ー
ル

ロ

馴
☆
入
場
料

旧ゆ

順
　
　
　
　
　
　
　
　
2
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
☆
今
月
の
星
空

　
☆
特
別
企
画
　
　
　
ほ
う
き
星
も
の
が
た
り

「
S
F
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
映
画
音
楽
」
特
集

　
　
　
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

中
学
生
以
下
1
0
0
円
・
一
般
2
0
0
円

働閂一●一．．一・ロ■．一”一〇■・8纏●ロ〇一一一”一・■”一”聞O閣0－5一●ロ・一”一・一a■9麟一9嗣』●鱈”■臼．魍■．一一ロ・一9－8一・爾騨嗣”馴”一・一・一・一・一。鱒0－9－5ロ”一・一・一”馴”鰯・一

平成9年1月25日

　．一”一・一〇一〇一〇一■ロO一■一．騨．一9一．一”一9－O－O－9一．一．一．一■■”一〇幽”一1ロ
♂

2
月
中
旬
の
午
後
9
時
頃
の
星
空
に
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
2
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

今
月
の
解
説
は
「
ほ
う
き
星
も
の
が
た
り
」
で
す
。
昨
年
の
春

の
百
武
彗
星
の
姿
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
ま
た
、

へ
ー
ル
・
ホ
ッ
プ
と
い
う
大
彗
星
が
地
球
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
彗
星
の
正
体
や
昔
の
人
た
ち
と
彗
星
の
関
わ
り
、
そ

し
て
過
去
の
大
彗
星
の
姿
な
ど
を
易
し
く
解
説
し
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　　2月1目～2月20日
暮らしのカレンダー

1仕）

2（日） ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール　（D11：00～11：40

村民親子スキー教室　倉上越国際当間スキー場　（D8：30～

3（月）

4（火）

5㈱ 補聴器相談（リオン）　合役場　（913：45～14：00

6休） 1歳半児健診　倉保健センター　㊦13：00～13：30

7樹
妊婦健診・母親学級　合上村病院産婦人科　㊦13：00～13：30受付

心配ごと相談（山田虎一）　合ディサービスセンター

（D13：30～16：00

8ω

9（日） ドーム中里き☆らoら投影　倉ユーモール　㊦11：00～11：40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

10（月） 交通事故移動相談　合十日町市役所　（D10：00～14：00

補聴器相談（キコエ）　合役場　（D16：00～16：30

11㈹ 祝日　建国記念の日

12㈱ 補聴器相談（リオン）　倉役場　（D13：45～14：00

13休）

14㈹
心配ごと相談（村山篤稔）　合ディサービスセンター

013：30～16：00

15ω

16（日） ドーム中里き☆ら○ら投影　合ユーモール　㊦11：00～11：40・

17（月）

18（火〉 なかさとトキメキ大学　合総合センター　（D19：00～21：00

遊びの教室　合総合センター　（D9：30～10：00受付

19㈱ 補聴器相談（リオン）　倉役場　（913：45～14：00

20休）

※変更する場命があります。御罵の際は確認をお願も、します。
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富田医院
盈52－3269
（十日町市）

　　　　　　智66一一2877長山医院（津南町）

中条病院

大坪医院

第二藤巻医院

津南病院

上村病院

暦52－3018
（十日町市）

費57－6100
（十日町市）

暦68－2018
（川西町〉

盈65－3161
（津南町）

費63－2111
（中里村）

　　　2月1日～7日は
　　　「成人病予防週間」

見なおしませんか

　　　　あなたの生活習慣

　平成6年の統計によると、日本人の

死因の第1位は「がん」。「心臓病」と

「脳卒中」を併せたいわゆる3大成人

病のうち、がんだけは毎年、総死亡者

数に占める割合が増えています。年齢

別でも、40～60歳代のいわゆる壮年期

を迎えた人のがん死亡率の高さが目立

ちます。一家を支えるべき人が病に倒

れたらその影響は計り知れません。成

人病は、毎日の生活習慣が深く関係し

ています。家族など周りの人と一緒に

日ごろの生活習慣を振り返り、改める

点があったら改善していくように心掛

けましょう。

　一成人病予防のための

　　　　　　　　食生活指針一一

①いろいろ食べて成人病予防

②日常生活は食事と運動のバランスで

③減塩で高血圧と胃がん予防

④脂肪を減らして心臓病予防

⑤生野菜、緑黄色野菜でがん予防、

⑥食物繊維で便秘・大腸がん予防

⑦カルシウムを十分にとって丈夫な骨

　づくり

⑧甘いものはほどほどに

⑨禁煙、節酒で健康長寿
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